
iPS 細胞や ES 細胞で運動器（腱や筋）の再生治療を目指す！ 
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 当研究室では、これまで胚性幹細胞（ES 細胞：万
能細胞）に重要な遺伝子(NRSF/REST)の研究から iPS
細胞が作製できるか研究してきました。 
 この研究で作製された iPS 細胞は、カラダの全て
の細胞に分化しても移植後追跡できるようにオワ
ンクラゲの蛍光タンパク質 EGFP で緑色蛍光に光る
ように卒業生が作製しました。 
 そのため再生医療研究の細胞移植でも、移植部位
の細胞が光り、治癒過程を評価しやすい利点を持つ。
この EGFP-iPS 細胞は未分化（図１）で、多分化能
を持ち（図２）、組織再生が難しいといわれる腱細
胞を FGF2 で分化誘導し腱細胞を効率よく作製でき
ることを見出した（図３）。   現在、腱断裂モ
デルを用い、光る iPS 細胞由来の腱細胞による再生
治療を目指しています！ 

 


